
PeterJ.Wilson.AMalayVillageand

Malaysia-Socialvaluesandruraldevel-

opment.New Haven:IIRAFPress,1967.

171p.

本書は,著者 PJ.Wilsonが,HRAF(Human

RelationsAreaFiles)の援助で行なった調査の報

告書で,HRAFPressからペーパーバ ックで出さ

れている｡サブタイ トルからも想像できるように,

マレー半島における一つのマレー人村落に着目し,

住民の価値観の分析を通して,村落開発の問題点を,

どちらかと言えば一般読者を対象として論じている｡

調査地は,Selangor州のゴム栽培を主菜とする

マレー人農村 Jendram Hilirで,著者はこれを西

海岸ゴム栽培地域における典型的な村の一つと考え

ている｡調査期間は,1964年9月から1965年4月ま

でであるc

lntroduction,Acknowledgmentsに続いては

じまる本文は,ChapterlからChapter4に至る

見出しのない四つの章からなり,最後にConclusion

が書かれている｡

第 1章において,著者はまず多民族国家としての

マレーシアの歴史,および調査村の歴史を略述し,

このような背景の中で,マレー人村民が接触する他

民族,すなわち中国人,インド人がどのようにステ

レオタイプ化して捉えられているかを述べる｡

第2章では,前章をうけて,マレ-人村民と外部

の社会との接触のしかたを論じ,彼らが外部の文化

を知っており,ときにはそれに参与することもある

が,全体として自分自身の文化に固執していること

を指摘する｡

第3章は,このような態度を経済生活の中にみよ

うとするものである｡主生業であるゴム栽培は,本

来の生業である稲作,漁労などと異なって,金を稼

ぐために外部から導入されたもので,栽培に関する

儀礼なども全 く欠いており,労働としては低 く評価

されていることなどを論ずる｡

第4章では,村人の外界に対する反応の基盤を形
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成する村内の社会関係と村の社会生活の構造を論ず

る｡

そして,結論の章で,再びこのようなマレー村落

における近代化のうけ入れの困難さを指摘し,それ

をいかに方向づけるべきかを示唆する｡

以上のような構成をもっこの書物は,専門的なモ

ノグラフとしてみるときには,重要な指摘をしばし

ば認めることができる反面,ほとんどが叙述に頼っ

ており,分析の基礎となった詳しいデータが示され

ていないために,やや頼りなさが感じられるかもし

れない｡ しかし,一般読者にとっては,生活の変動

に直面するマレー人農民の姿を理解する上に,非常

に興味深い書物である｡ (坪内艮博)

ピア ･アヌマ- ン ･ラーチャ トン著,河部

利夫訳註 『タイ農民の生活』アジア ･ア フ リ

カ言語文化双書 1;東京外国語大学,ア ジア

4ア フ リカ言語文化研究所 刊 ,19670 viii+

135p.

本訳書は,88才の高齢をもって,今日なお,精力

的に研究成果を発表し続けている,タイ国の碩学,

PhyaAnumanRajadhon 博士 の労 作 Chiwit
khongChawna.Bangkok,1953の全訳である｡
原著は,タイ国人口の85%以上を占める米作農民

の,水稲耕作を中心とする1年間の生活のサイクル

を,きわめて克明に記述したもので,タイ国農村研

究者必読の文献としてつとに定評があり,1955年,

Michigan大学の William ∫.Gedney教授によ

って英訳されている｡

内容は,都会と田舎の得失を論じた第 1章にはじ

まり,田づ くり,田の堅き返し,把 (まぐわ)かけ

と田植え,豊作と不作,稲の出穂と結実の頃,田の

動物や植物,稲刈り,脱穀,脱穀場の儀礼,その他

の11章より成る｡著者の執筆態度は,ひとえに記述

的であって,分析はほとんど加えられていないが,

水田,各種の様態,使用農具の解説,撃耕,播種,
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移植,出穂,結実,収穫, 脱穀,計量の実際から,

稲作儀礼,水田の動植物にいたるまで,きわめて具

体的かつ詳細な記述がなされており,さながら ｢水

稲耕作百科｣の観を呈 している｡

本訳書には,タイ国になじみの揮い読者の理解を

助けるため,各章末尾に,詳細にすぎるほどの訳託

と説明写頁が加えられている｡とくに巻末に付され

た62葉の参考写真は,原文はもとより,英訳にもな

かったものであって,本訳書の価値を高からしめて

いる｡

これまでタイ語文献でわが国に翻訳紹介されたも

のは,若干の小説をのぞき,ほとんど皆無の状況で

あったが,アジア ･アフリカ言語文化研究所の手に

よって,本訳書のような,タイ人学者による研究業

横が全訳刊行されたことは,まことに喜ばしいこと

である｡同研究所によって今後,アジア ･アフリカ

諸国語で書かれた研究書が,系統的に翻訳紹介され

ることを期待したい｡ (石井米雄)

J.MarvinBrown,ed.AUA Language

CenterThaiCourse,Book 2.Bangkokl.

TheAmericanUniversityAlumniAssocト

ationLanguageCenter,1966.131p.

先に紹介した AUA I,anguageCenterThai

Course,Booklに直接続 くものである. 全体で20

のレッスンより成り,各 レッスンに費やすべき時間

数は 教室での練習2時間に L.L での練習1時間

となっている｡ また, L.L.を使用出来ない者は,

これを省略し50時間で本書を終えてもさしつかえな

いように工夫されている｡各 レッスンは,(1)Tone

Practice,(2)Expansions,(3)Patterns, (4)

Dialogue,(5)ContrastDrills,(6)ToneIden-

tificationDrills, (7)TapedDrillsの7部分に

分かれており, (7)が L.L での訓練に当てられる

わけである｡全体を通じて,各部分にはいろいろな

名前がつけられてはいるが,すべてパターンによる

反復練習の方法が取られている｡ したがって,一語

一語訳してからもう1度全体の意味を考えるという

ような行き方は, Booklおよび Book2を通じ

て全然見られない｡前半のタイ語には訳がつけられ

紹 介

ているが,それも後半になると全 くな くなる｡本書

を終了した場合どの程度のタイ語の力を身につけた

ことになるかという点であるが,わたくLは本書に

ある文章を本当に身につけてしまえば,普通のH帯

の話し言葉では,まず困ることはないと思う｡本曇･二

のタイ語は純粋の話し言葉ばかりであり,その話し

言葉の又 もすべてもれなく集められているわけでは

ないが,まずこれだけの口語をものにしておけば,

必要に応 じてそれを自分で拡大増加させることはた

いして困難ではないと思う｡またタイ文字の使用法

については,本書の性格上,各 レッスンの末に少し

ずつ例をあげて説明しているだけであるが,それで

も Book2を終えれば, 最少眼の知識は得られる

であろう｡だいたい本書はタイ語の完成を目ざすも

のではなくて,基礎的な話し言葉を能率よく身につ

けさせ,その基礎の上に各人の必要なり興味なりに

応 じて,さらに高度の能力を積み重ねてゆ くことを

予想するものである｡ ただ本書は AUA における

タイ語コースにおいて,AUA cD方法によりタイ語

を学ぶという具体的な線にそって作られたものであ

るから,誰がどんな方法で用いても効果が上がると

いうようなものではない｡まず,独学は不可能であ

ろう｡本書が予想している方法を心得た指導者の下

に適当なインフォーマントを使用 して授業を進めれ

ば,かなり労少なくして効果を上げることが出来る

のではないかと思う｡いったいに本書ではこCj:)r労

少なくして｣という点が塵:んじられているといえる｡

だから,その ｢労少なくして｣得られる以上のこと

を本書から予期してはアテがはずれるであろう｡

(桂溝希郎)

LM.Hanks,J.R.Hanksand Lauriston

Sharp.EthnicNotesonNorthernThailand,

DataPaperNo.58.Ithaca:SoutheastAsia

Program,Department of Asian Studies,

CornellUniversity,1965.xiii十96ト13p

1963年 より1964年にかけて 行なわれた Bening-

ton-CornellAnthropologicalSurveyofNorth-

ernThailandに参加あるいは何 らかの形で関係し

た研究者達のペーパーを集めたものである｡全部で
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12のペ-パー,ビブリオグラフィーおよびタイ語用

言吾のグロッサ リーから成るが,今までにあまり名の

知られていない若い研究者のペーパーも取り入れら

れている点が興味深い｡ ただ, この少ないページ

数で12のペーパーを集めているのであるから,どれ

もみな短いものばかりで,取 りあげられているテー

マも小さいもので,かなり概括的である｡ しかし多

いようで案外す くない北タイに関する研究書で,し

かもタイ人以外の ethnicgroupsについてのペー

パーが半数以上の7編を占めているのであるから,

この地域の研究者にとっては,やはり興味をそそる

ものだといえよう｡12のうち言語に関するものは,

(1)R.B.Jones,"PhonologicalFeatures of

NorthernThai"および (2)HerbertC.Purnell,

Jr.,"TwoGrammaticalFeaturesofNorthern

Thaiりとであり, いずれも北タイ方言 (N.T.)杏

テーマとしたものである｡わた くLは他の分野のベ

ーパ-に関してどうこう言う資格はないので,以下,

この二つのペーパーに話を限りたいと思う.

(1)は全部で5ページであるが,取りあげられて

いる言語はPrae,Lamphun,Cbiengmai,Chieng･

saen,Nan,Bandu,Chiengraiの七つの北部方言

および中部方言 (C.T.)である｡ 著者の目的は,

N.T.の中でもこれらの各小方言は互いに異なりな

がらも, C.T.にはないある共通した点を持ってお

り,これが N.T.と C.T.とを分かつ要素 である

ことを,簡略に示そうという点にあると思われる｡

このペーパーでは initialconsonantsとtonesと

に関して,以上の七つの N.T.とC.T.とを比較 し

たものである｡全体として別にこれと言って新 しい

ものはないが,その日ざしている点はひじょうに興

味の持てるものだと思う｡例えば,N.T.とC･T･と

のバウンダリーをどの辺に引 くかといったような問

題になると,さらに多 くのこの種のデータが必要に

なって くるのではなかろうか｡著者もふれているよ

うに, Uttaradit,Pitsanulok あたりの方言につ

いてこのようなデータを得ればおもしろいのではな

いかと思う｡ これから N.T.に関して 丘eldwork

を行なうならば,どこか一つの地にとどまってそこ

の方言の極めて詳 しい記述研究を行なうか,あるい

はひじょうに多 くの地点を選んでそれぞれの方言を

他と異ならしめている要素を明らかにしてゆ くか,
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第5巻 第 2号

この二つの線にそって行なうことになると思うが,

本ペーパーは後者の行き方を進めるための出発点を

示すものだと思う｡

(2)は N.T.(Chiengrai,MaechanDistrictの)

と C.T.との文法構造を対照 したもので,いわゆる

比較言語学的研究ではなくて,両方言の Hcontras-

tivestudy''と言うべきものである｡全体で6ペー

ジ近いものであるから,両方言の文法構造全体を対

照 したものではなく,Compoundsおよび unrest-

rictedintensifiers(e.g./-cat,ndk,etc.)にお

ける語順を対鷹 している｡ Compoundsについては

/ndcLm/<水> および /cacLt--/<ひじょうに, 実

に> (N.T.)について, これらが他の語と結合 し

て Compounds を構成する際の語順を対照する｡

例えば N.T./ndqmmêe/<河> :C.T./mÊEnddm/.

unrestrictedintensi丘ers は, かなり数が多いの

でここにあげることは出来ないが,同じような方法

で C.T.との違いを, 語順だけでな く semantic

shiftに関しても,浮きぼりにしている｡ このペー

パーは以上の2点に関してのみ両方言を対照 したも

のであるが,文法構造全体の対照研究の行なわれる

ことが望まれる｡N.T.のどれか一つを C.T.と比

較する場合,音声構造のみを比較することは,現代

では,あまり意味がないとわたくLは思うが,この

種の文法的な対照となると,今までにまとまったも

のがないだけに, N.T.の 丘eld workerにとっ

てたいへんおもしろい研究になるのではないだろう

か｡ (桂満希郎)

Ratchabanditsathan,ed.Khwamruthong

Aksorasat.Bangkok:Ratchabanditsathan,

B.E.2508(1965).5+321p.

本書はタイ国王立研究所 (RoyalAcademy)が

これまでに発行 したことのある,主としてタイ語に

関する論文および告示の類から,適当なものを選び

新たに1冊の本にまとめて出版 したものである｡ し

たがって,各文の初版年代はかなり古いものばかり

であるが,その内容をみると,タイ語に関心ある人

達にとってまだその価値をうしなわないものばかり

である.これら一つ一つの出版物が現在では入手不
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可能であることを考えれば,本書のような形で再出

版されたことはありがたいこととせねばならないだ

ろう｡本書に載録された文の著者名,題名,初版年

代を示すと次の通りである｡ (1)PhyaAnuman

Rajadhon,｢タイ語における語変形･音節拡張｣*19

52;(2)辞典編纂委員会書記, ｢何故 "Chpho"と

綴るか｣1951;(3)Charoenlntharakaset｢辞典

編纂委員会の事業｣1953;(4)内閣総理府および王

立 研究所 告示 ｢タイ語のローマ字表記｣1939;(5)

内閣総理府告示 ｢外国語単語のタイ文字表記｣1942;

(6)内閣総理府および王立研究所告示 ｢大陸名, 国

名,主都市名,大洋名,海名および島名のタイ文字

表記に関する規定｣1963;(7)ChamThongkham-

wan｢ラームカムへ-ン王時代におけるタイ文字と

コーム文字との比較｣｡これらの中で純粋に｢論文｣

の性格を帯びるのは(1)および(7)である｡(3)は辞典編

纂の際の討議録から興味あるものを集めたもので,

内容的には(2)もこの中に含まれるものとみてよい｡

(4),(5)はローマ字のタイ文字表記およびタイ文字の

ローマ字表記に関する規定であり,Haas式の音素

表記になれた者にとってほなじみがたいところがあ

るが,いずれもかなりよく知られたものである｡(6)

はタイ語で物を書 く際に参照するのに便利である｡

(1)はクメール語から来たinfiXを持つタイ語の単

語に関するもので,本吉を通じて最も興味深 く読ま

せるものである｡ この in丘Ⅹ と言うのは /kr(lj/:

/kamrGj<k一旦竺-rCLj/における /-qmJ の類で,

現代タイ語には極めて多 く存在するものであるが,

これを音覇にもとづいて全部で九つのグループに分

突出し,多数の例を集めたものであるOただ本論は何

らかの結論を提出する論文というよりは,むしろ資

料を整理整頓 して研究の資料として供するものと言

った方がよいだろう｡歴史的あるいは比較的研究の

際の便利な資料となるのではなかろうか｡ (7)はラ

ームカム--ン王碑文のタイ文字は当時の略式コ-

ム文字 (akson khom chardk に対する akson

khom wat)およびそれ以前より他のタイ族 (ルー,

プ-タイ等)によって使用されていたモン系文字と

に釆源するものだとの考えにもとづき各文字を比較

している｡

以上のように,本書の内容は真新 しいと言うもの

ではないが,なかなか興味深いものばかりであり,

紹 介

また本筋とは直接関係のないような部分にも,色々

と研究のきっかけになるような点を多 く含んでいる｡

* 以下題名は筆者の私訳

(桂満希郎)

TatuoKiraandKeijiIwata,eds.Nature

andLifeinSoutheastAsia,V.Kyotol.

FaunaandFloraResearch Society,1957.

vii+312㌧20p.

大阪市立大学を中心とする東南アジアの研究報告

書である｡吉良竃夫 ･岩田慶治両氏の編集記にもあ

るように,マラヤ ･タイを中心として,カンボジア

･北ボルネオを含んだ資料の研究報告であl),とくに,

古生物 ･昆虫 ･霊長類 ･人類を中心にして,新三力

年計画がはじめられるという｡京都大学と,大阪市
立大学といずれも関西の大学が,期せず して同じ地

域の調査をはじめていることは,日本の海外調査の

中核の一つを形成 し,たがいに良い意味での競争者

として,たいへん有意義である｡ひとつのモデル ･

ケ-スともなるであろうC 今後とも,同大学の研究

の発展を賊ってやまない｡内容は次のとおりである.

TJBE1961-62の淡水藻類- 平野実

北部タイの山村における栽培植物

エノコログサ属- ウィルウェ-バ- ･岸本

トウモロコシ属- 町田暢

タイの森林の3型の生態的研究

群落の呼吸- 依田恭二

主としてカオ ･チョン降雨林における乾燥重量

物の生産について- 吉良竜夫 ･小川房人 ･

依田恭二 ･荻野和彦

勝正治

タイのササラダニIl- 苗木淳一

カンボジアの トンボ目について- 朝比奈正二郎

タイおよび北ボルネオのアメンボ科- 官本正一-

タイにおける害虫の天敵の基礎研究

前社会性膜超類の生態- 岩田久二雄

北タイの ThaiYai,ThaiLu その他の山地民

族の農耕について- 岩田慶治 ･松岡速夫

(吉井良三)
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William J.Sifhn,TheThaiBureaucracy

-InstitutionalChangeandDevelopment.

Honolulu:East-WestCenterPress,1966.

xト291p.

タイの政治社会の近代化について語るとき,少な

くとも二つの点を見逃すことはできない｡第一は,

19世紀中期以降における政治行政の変化が,近代化

の世界的趨勢にみごとに対応し,適応 しきった点で

ある｡第二は,その変化の過程に,ふつう近代化に

伴われやすい構造的不安定がさほどみられない点で

ある｡だから,タイの政治的近代化については,健

全な成長あるいは少なくともある種の ｢成功｣を指

摘することが,正統的な問題意識ではなかろうか｡

本書は,その意味での "正統的"な線にそって,

タイ国行政機構の歴史的な発展を描き出したすぐれ

た研究である｡19世紀中葉まで存続した家産制的統

治構造が,どのような過程を経て現在の高度に近代

化した機能的なメカニズムに変わったか,その過程

を論理的に脈絡づけるのが,本書の狙いである｡

本書は,前半と後半にわけてみてもいい｡専制君

主制 と完全に癒着していた家産制的官僚機構が,

1932年に至る君主制の崩壊にもかかわらず,どうし

てなんらの不安定も示さず存続しえたのか,その理

由の解明が本書の前半のテーマである｡本書の後半

は現在の官僚制を扱ってほいるが,タイの官僚制が,

近代化の過程で,伝統的な文化を巧みに温存活用し,

近代化の趨勢-対応すると同時に,タイ社会の後進

性 ･保守性-の対応 も行なった事実をも暗示してい

る｡タイの官僚制の発展過程には,ダムロン親王に

よる行政改革(1892年)という一つの革命的断絶点は

あるが,基本的には,万事が漸進的,なしくずし的

に変化してきている｡革命や断絶に乏しい発展であ

るために,伝統的な文化様式がさほど払拭されずに

温存されることになったのだ｡

著者は,第9葦で,官僚機構に活力を与えている

(energizing)要素に触れながら,業績や生産性を指

向する価値がインセンティブにならないこと,伝統

的な権威関係つまり personalism が強 くはたらい

ている事実を指摘している(pp.217-221)｡ この指
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摘は大事である｡著者によると,タイの官僚制のす

べてを説明する原理は, ｢官僚になることは,一つ

の生活様式をもてること｣という法則であるという｡

人材補充がうまくいく点も,不安定に悩まずにすむ

点も,同時に,完全に近代化しきれない傾向も,す

べてそれらで説明がつくようだ｡

本書の魅力は,第7章以下の現代官僚制の特徴を

描 く個所にある｡この限りでは,ほかに類書をみな

いし,まして右に出る本もない｡事実,タイ国官僚

制の現状は,本書によって立派に分析されていて,

学ぶところが多い.著者のSi侃n教授は,TVAな

どとも深い関係をもち,実務体験の豊富な行政学者

である｡従って,かれの分析は,感覚的にもすぐれ,

細かい問題把握に至るまで生き生きとしている｡対

象とするタイ官僚制を殺してしまわない点にすぐれ

た特色がある｡

第6章までの歴史的展望の個所は,歴史の基本的

な筋道を追う仕事としては成功 しているが,歴史学

的にすぐれた業績だとはいえない｡致命的な限界は,

やはり英語の二次資料だけに頼っていることである｡

絶対王制段階の研究は,英語文献だけではどうして

も無理である｡ダムロン親王の行政改革については,

たとえばCakrakritNoranitiphadungkaanの｢ダ

ムロン親王と内務省｣ (チュラーロンコーン大学政

治学部 B.E.2506年刊)などのタイ語で書かれたす

ぐれた業績などを無視してはいけないと思う｡

Riggsの最近著 "Thailand-TheModerniza-

tionofaBureaucraticPolity"にしても,本書に

しても,英語資料だけに基づいて書かれた研究書の

メリットはなんであろうか｡この 2書とも,すぐれ

た業績であることは認めねばなるまい｡すぐれてい

る理由は,タイ国近代史の問題点の所在を,それぞ

れのやり方で明確に示し出しているからである｡そ

の限りでは,両書とも古典的意義をもつものと断じ

てよかろう.従って,今後の課題は RiggsやSi氏n

が示し出した歴史学的な命題の一つ一つを,示唆あ

るいは仮説として受けとめ,実証的なやり方で,そ

れらを検証 し,確認することである｡本書の意義も,

基本的には,問題提起にあると考えたほうが妥当で

あるかも知れない｡ (矢野 暢)
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